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第２章  基礎資料の整理 
 

２-１ 砂川市の概要 
 
２-１-１ 位置と地勢について 
 
本市は、札幌市と旭川市のほぼ中間に位置し、東は夕張山系の丘陵地帯を境に赤平市、歌志内市、上砂川

町に接し、西は石狩川を挟んで新十津川町に、北は空知川を挟んで滝川市に、そして、南は奈井江町に接してお
り、道央圏中空知中部地域に属しています。本市は中空知圏域における機軸として位置づけられ、利便性や快適
性など他の地域にはない優位性を活かし、圏域全体の地域振興の先導的役割を担っています。 
市域は、東西に約 11.3 キロメートル、南北に約 12.7 キロメートル、総面積は 78.68 平方キロメートルで、市

街中心部は、平地地帯と石狩川の間に南北に細長く展開し、中央を国道 12 号のほか、北海道縦貫自動車道と
JR函館本線がそれぞれ縦貫しています。 
 

図  砂川市の位置図 
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２-１-２ 人口・世帯数について 
 
（１）総人口・世帯数 
 
本市の人口は、昭和 33年の市制施行後、昭和 35年をピークに減少し始め、令和 2 年では 16,486 人とな

っています。減少傾向は今後も続き、令和 12年には、13,176人（令和 2年の約 80％）になると推計されてい
ます。 
世帯数は、昭和 60 年の 8,606 世帯がピークで、緩やかに増減を繰り返し、令和 2 年では 7,599 世帯となっ

ています。今後は緩やかに減少し、令和 12年では 6,908世帯（令和 2年の約 91％）になると推計されていま
す。 
世帯当たりの平均世帯人員は、昭和 10 年の 5.6 人/世帯をピークに減少し続け、令和 2 年では 2.2 人/世

帯となっています。令和 12年には 1.9人/世帯になると推計されています。 
500ｍメッシュ人口は、平成 17年から平成 27年にかけて人口が減少した箇所が、市内に広く分布しています。

JR砂川駅周辺に 50人以上減少するメッシュが多く存在しています。 

 

図 人口・世帯・世帯当たり人員の推移 

 
「資料」︓令和 2年までは国勢調査、令和 7年以降の将来人口（推計値）は、国立社会保障人口問題研究
所の結果、将来世帯数は、国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール」（バージョン 2）を用いた計
算結果を加工して作成 
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図 平成 17年 500ｍメッシュ人口              図 平成 27年 500ｍメッシュ人口 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
図 人口増減（平成 17～27年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

豊沼駅 豊沼駅 

砂川駅 砂川駅 

豊沼駅 

砂川駅 

「資料」︓平成 27年国勢調査（500ｍメッシュ） 
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（２）年齢階級別人口 
 
本市の年齢階級別人口は、年少人口・生産年齢人口が減少し、老年人口が増加しています。 
年少人口割合は、昭和 60年で 20.2％、令和２年で 8.7％、老年人口割合は、昭和 60年で 11.6％、令

和 2年で 40.2%となっており、少子高齢化が進行しています。 
 

図 年齢別人口及び割合の推移 

 
「資料」︓国勢調査 
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（３）地域別人口密度（総人口） 
 

100ｍメッシュ人口の分布は、平成 27年地域別人口密度が 40人/ha以上の箇所が多く存在するものの、そ
の一方で市街地北部では 20人/ha未満の低い地域も存在しています。 
令和 12年の将来推計では、市全体で人口及び人口密度が減少します。 
南部の市営住宅の集中する地域では、人口の減少数が多いものの 40人/ha以上を維持しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

図 平成 27年人口分布図 図 令和 12年人口分布図 
 

人口密度が高い 
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減少数が多い 

図 人口増減（平成 27年-令和 12年） 

「資料」︓国勢調査及び国土技術政
策総合研究所「将来人口・世帯予測
ツール」（バージョン 2）を用いた計算
結果を加工して作成 
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（４）地域別人口密度（老年人口） 
 
老年人口における地域別人口密度は、平成 27 年では、南部の市営住宅の集中する地域で人口密度が高く

20人/ha以上となっている一方で、北部の住宅街では 10人/ha未満で周辺より人口密度が低くなっています。 
令和 12年の将来推計では、南部の市営住宅の集中する地域では老年人口の減少数が多いものの 20人/ha

以上を維持しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 平成 27年老年人口分布図 図 令和 12年老年人口分布図 

老年人口密度が低い 

老年人口密度が高い 老年人口密度が高い 

老年人口密度が高い 

図 老年人口増減（平成 27年-令和 12年） 

老年人口が減少 

「資料」︓国勢調査及び国土技術政
策総合研究所「将来人口・世帯予測
ツール」（バージョン 2）を用いた計算
結果を加工して作成 
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（５）産業別就業者数 
 
産業別就業者数は、平成27年で第１次産業が463人（6.0％）、第２次産業が1,755人（22.7％）、

第３次産業が 5,339人（69.0％）で総就業者数は 7,740人となっています。 
平成 17年からの推移は、第１次、第２次産業の割合が減少傾向となっています。 
 
 

表 産業別就業者数の推移（平成 17・22・27年） 
 

 
図 産業別就業者数の構成比の推移（平成 17・22・27年） 

「資料」︓国勢調査  

区  分 平成 17年 平成 22年 平成 27年 
就業者数(人) 構成比（%） 就業者数(人) 構成比（%） 就業者数(人) 構成比（%） 

第１次産業 547 6.3 498 6.0 463 6.0 
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（６）都市計画区域・用途地域人口 
 
都市計画区域内の人口は、年々減少しており、平成 27年では 17,168人となっていますが、都市計画区域

内人口割合は微増傾向となっており、平成 27年では 97.0％となっています。 
用途地域 4内人口は、年々減少しており、平成 27年では 16,477人となっています。 
用途地域内に住む人口の割合が 9割以上を占め、その割合は年々増加しています。 
人口集中地区（ＤＩＤ）5 は、人口・面積ともに減少しています。人口密度は近年増加していますが、平成

27年ＤＩＤ相当地区内の経年推移によると、人口密度も一貫して減少傾向にあることがわかります。 
 
表 区域別人口の推移 

 
図 区域別人口の推移 

        「資料」︓国勢調査 
図 人口集中地区（DID）の面積及び人口密度の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「資料」︓国勢調査  

 平成 17年 平成 22年 平成 27年 
 構成比  構成比  構成比 

行政区域人口 20,068 100.0% 19,056 100.0% 17,694 100.0% 
都市計画区域人口 19,363 95.5% 18,328 96.2% 17,168 97.0% 
用途地域人口 18,341 91.4% 17,551 92.1% 16,477 93.1% 
DID人口 10,100 50.3% 9,562 50.2% 8,905 50.3% 
DID面積（ha） 530  501  391  
DID人口密度（人/ha） 19.1  19.1  22.8  
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図 人口集中地区（DID）の変遷（平成 17・22・27年） 
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